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ウ ム 剤 の 消化 液 申 へ の 溶 解 度 と 唾 被 の 影 響

大 家 政　 ○厚 木 真 理 子　 荒 井 由 美 子　 阿 部真 帆　 高 宮 和 彦

近年 の 骨 粗 難 症 の 多 発 に 対し て は。 カ ル シ ウ ム 含 有 食 品 な ら び に 同 製 剤 の 選 択

心 が 高 い。 そこ で 人 工 胃 液 な ら び に 人 工 腸 液 に 対 す る カ ル シ ウ ム 試 薬 の 溶 解 度

し た。 ま た 唾 液 が こ れ ら カ ル シ ウ ム 剤 の 溶 解 度 に 与 え る 影 響 を 検 討 し。 咀 囃 行

ウ ム 剤 の 溶 解 度 に 与 え る 影 響 に つ い て 考 察 し た。

人 工 胃 液 と 腸 液 は 日 本 薬 局 法 に 従っ て 調 整 し た。 カ ル シ ウ ム 製剤 は 下 記 の ６ 種

ト 唾 液 は 健 康 女 性 ７ 人 （ 平 均22 才 ） よ り 採 取 し た。 実 験 は 所 定 量 の カ ル シ ウ ム

液 を 加 え3    7 ℃。6   0 分 間 イ ン キ ュ ベ ー ト し、 中 和 後、 人 工 腸 液 を 加 えて 更

間 イ ン キ ュ ベ ート し た。 遠 心 分 碓 に よ る 上 澄 液 の カ ル シ ウ ム 量 を カ ル シ ウ ム キ

で定 量 し。 総 溶 出 率 を 算 出し た。 ム チ ン あ る い は 唾 液 処 理 は ３ 分 以 内 と し た。

カ ル シ ウ ム の 溶 出 率(%  ) は 炭 ≫ * ル シ ウ ム が 最 低 値、0.19   (23.8) で、 リ ン

ム　4.38    （52.7 ）, グ リ セ ロ リ ン 酸 カ ル シ ウ ム　4.70   （25.4 ）, グ ル コ ン 酸 カ

9.33    （84.0 ）、 クェ ン 酸 カ ル シ ウ ム　13.9   （61.7 ） の 順 に 増 加し て 乳 酸 カ ル シ

(36.0) が 最 高 値 を 示 し。 カ ル シウ ム 剤 に よ る 利 用 効 果 の 差 を 示 し た。 （　 ）

カ ル シ ウ ム 剤 液 に 唾 液 タン パ ク 質 の ム チ ン（200iiig ／dl) を 添 加し た 時 の 溶 出 率

グル コ ン 敵 カ ル シ ウ ム が　84.0%　 と 最 高 値 を 示 し た。 次 に グ ル コ ン 酸カ ル シ ウ

唾 液 を 加 え 咀 囃 条 件 下 で の カ ル シ ウ ム 溶 出 率 を 検 討 し た。7 人 の 唾 液 に よ る 溶

は　24.8 ±7.2%     （ 最 高38.1%, 最 低18.2 ％ ） であ っ た。 唾 被 タ ン パ ク質 が カ ル

出 に 影 響 し。 ム チン は 小 腸 液 内 で の カ ル シ ウ ム の 析 出 を 防 ぐ と 考 え られ た。

老 人および 女子学生 の尿中カル シウム量に ついて

郡山女子大 家政　 斎藤 洋子　 ○大 岩泰子

［ 目的］生体内 のカル シウムは、 カルシウム摂 取量と生 体外 へのカルシ ウム損失量と のバ

ラ ンスであり、 体外へ のカルシ ウム損失量は 、糞中へ の損失、皮 膚や汗へ の損失および 尿

中への損失 の和である。p.     Chales らはカル シウム摂取 量と生体 外へのカル シウ ム損失量

との間には 、極めて 複雑な 関係 があり、こ の関係に、 主に尿 への損失が関 わって いると言

っ てい る。また､年令 および 性に おいての生 体外 へのカルシ ウム損失が基 本的な骨 のカルシ

ウム損 失とどの程度 関係あるか はまだ 分っ ていな いとも 言っ ている。そこ で私達 は、老人

ホ ームに 居住する老 人11 名 の24 時 間尿を得 たので 、カルシ ウムとクレ アチニンを 測定し 、

女子 学生のそれら の量と比較し た。またカ ルシ ウム摂取量と の関係を調 べた。

［ 方 法］被験者 は県 立Ｍ 老人 ホームに居 住する57 ～91 才の 健康な女子８ 名、男子丿 名の11

名と20~  22才の女子 学生200 名 である。 前者で は朝９時から 翌朝９時 までの24 時 間尿を７

日間 おいて２回採取し た。女子 学生 では３ 日間秤 量方式に より 食事記 録をし た後 、および

高蛋 白食（1.8g/kg    ）、低蛋 白食（0.8g/kg    ）、普通食（1.  14g/kg ）の試験 食を５日間摂

取した後 、24 時 間尿 を採取した 。尿中 のクレ アチ ニンはJaffe 法、カル シウム は原子吸光

法に より定量した 。

［ 結 果］尿中カ ルシウム量 をクレア チニ ン1  g 当たりで見 ると、老人 ホーム居 住者では、

lOOmg　 以下のも のが５名うち 男子２名、lOOmg　 代 ４名うち 男子１ 名、200mg　 代２ 名で平均

は117iiig　であっ た。女子学 生では。 普通食時149 ±23iiig　、 高蛋白 食時155 ±llmg　 、低蛋白

食時115 ±17ing　であ った。
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